店の 前に 人が たちどま ると、 トニイ は 本 を ふせ、 顔 

を あげて、 にっこり 笑います。 その 笑顔が たいへん か 

わい いので、 たちどまった 人 は 何 か 買って くれます。 

昼 ま は、 日の 光が ぎらぎら てりつけます。 でも、 ト 

かんらん じゅ 

ニイの やたい 店 は、 橄欖樹 のかげ のなかに あります。 

夕方に なると、 すぐ 上の 方に、 あかるい 街灯が ともり 

ま ^9 

ある 晚、 その 広場の、 トニイのと ころから ちょうど 

向こう側に、 一人の 少女が 立って いました。 そまつな 

麦 わらの 帽子に そまつな 麻の 服 をつ けて いますが、 片 

手に いっぱい 花 を かかえて います。 そして いつまでも 



「ねえ、 あんた は 何のかん けい もな いんでしょう。 だ 

いいち、 そんなに お金 を もってる わけが な いんだ もの 

…：- J 

マリィ は 戸棚から 紙包み を とりだして、 そこに ひろ 

げ ました。 金貨 や 銀貨が たくさん はいって いました。 

トニイ は 腕 を くんで 考え こみました。 それから、 金 

貨ゃ 銀貨 をつ かみと つて、 それ を 打ち合わして みまし 

た。 

「にせ もんじ やない。 ほんとの お金 だね」 

「そうでしょう。 かま やしない わね、 使った つて …… 

神 さまが 下さった と 思 やい いわ。 これ だけお 金が あれ 



トニイ はふし ぎで なりませんでした。 マリィの 家に 

かかって る 写真と、 ある りっぱな 紳士と …… それが よ 

とりうちぼう 

く 似て いるんで す。 写真の 方 は、 鳥 打帽に 水夫 服の、 

なか ぢれ ま-つ- 

そまつな みなりです。 紳士の 方 は、 中折帽に 背広 服 を 

つけ、 ダイヤ かなん かの ネクタイピン を 光らせ、 時計 

の 金鎖 を 胸にから ませ、 ベ つこう ぶちの 眼鏡 を かけて 

まゆ 

います。 けれども、 眉から 鼻から 口 もとまで、 そつく 

り 同じです。 



れ ました。 

やがて、 ボ— トは 岸に つきました。 その 時、 一台の 

自動車が 海岸 づたいに 走って きて、 ボ— トが ついてい 

ると ころに とまりました。 ボ ） ^から 岸へ はしごが か 

けられて、 一人の 男が のぼって きました。 

あの人 だ！ と トニイ は あぶなく 叫ぶ ところでした。 

しょう. どう. 

照 灯の 光に てらされた その 横顔、 姿、 まさしく あの 

きじゅつ 

奇術の 紳士でした。 トニイ は 息 を こらしました。 

自動車から 運転手ら しい 男が おりて きて、 奇術の 紳 

士 となに かさ さやき あい、 一 一人で はしごから ボ ー トの 

中に おりて いきました。 しばらくして、 四 五 人の 男が、 



自動車 は 町に はいり、 大きな 建物の 中庭に はいり、 

鉄の 戸の 前にと まりました。 

奇術の 紳士と 運転手ら しい 男と は、 自動車から おり 

しき い 

て、 鉄の 戸の 敷居のと ころに かがんで、 なに か 秘密な 

あいず をし ました。 やがて、 戸が 開かれて、 四 五 人の 

男が 出て きました。 

「どう だ」 

じょ-つ しゅび 

「上首尾 だ」 

低い 声で それだけ ささやき あい、 そして みんな、 自 

動 車の そばに やって きて、 扉 を あけ、 箱の 上の 毛布 を 

とりの けました。 



海岸のと ころに 自動車が あつたから、 その 中に かくれ 

ている うちに、 眠つ ちゃ つ たんだ けれど、 ここまで 追つ 

かけて くる かも 知れない。 ねえお じさん、 助けてお く 

れょ。 おじさんなら 大丈夫 だ。 もうお じさん を はなさ 

ない よ。 そいつが 来たら 追っぱらって おくれよ」 

そして トニイ は 紳士の 胸に しがみつきました。 

みんな あたり を 見 まわしました。 

「どんな 奴 だい？」 と 紳士 はたず ねました。 

「へんな 奴 だよ。 めつ かちで 鼻が つぶれて いて、 口が 

耳まで さけて るんだ よ。 せいの 高さ はニメ —， ^ルか 三 

メ— トル もあって、 にぎり 拳が 犬の 頭く らい あるん 



と 思って るんだ い」 

とうぞく かいぞく みつゆに ゆうしゃ 

「さあ、 何だろう な あ …… 盗賊 か、 海賊 か、 密輸入 者 

力 t ほん 人力 」 

「はは はは、 あたった よ、 実は 海賊なん だよ。 人に いつ 

たら、 生かして はおかない から、 いい かい」 

「大丈夫 だよ。 いいや しないよ。 海賊って おもしろい 

だろう な あ」 

「そのかわり、 命が けだから ね、 あぶない 仕事 さ」 

「じゃあ、 やめたら いい じ やない の」 

紳士 は 何とも 返事 をし ませんで した。 なに か 深く 考 

えこんだ らしく、 トニイが 話しかけても 相手に なって 



け 出したら いいじゃありません か。 汽車に でものって、 

遠く に 逃げち や うんで すね。 あ と は 僕が 引き受けます。 

絵はがき 屋の トニイ だ。 街の トニイ だ、 海賊なん かご 

まかす の はわけ はありません」 

マリィの 父親 は、 涙 を ふいて、 立ち上がって、 トニ 

ィの手 をに ぎリ しめました。 

マリィ も トニイの 手 をに ぎりし めました。 

あくしゅ 

トニイ は みんなと 握手して いいました。 

「すぐに 汽車で 逃げて しまいな さいよ。 あと は 僕が 引 

き 受けます。 …… どれ、 今日から また、 広場へ に 〔# 

「広場へ に」 は ママ u .til でも だそう。 さようなら」 
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